
図１ 新しい記録用紙(プロット用)  原紙はホームページに 

 

一時間(30～90分範囲)ごとの流星数を並べるのは記録用紙のＨＲ欄を使います。 

ＨＲの時間変化を調べれば極大時がわかります。分単位で知りたいときは一時間 

より短く区切って調べますが、数が 100個以上ないと調べる意味がありません。 


